
令和６年能登半島地震では生活を支える水道に甚大な被害が生じました。今回は、水道管の耐震化
などについて考えるとともに、本市が被災地で従事した応急給水活動について紹介します。

◎問い合わせ　上下水道局総務課　☎23-4810

被災地での応急給水活動
本市上下水道局職員（総勢20人）が、

２月１日から20 日まで石川県鳳珠郡能登
町で応急給水活動に従事した様子や職員
のメッセージを紹介します。

活動の詳細は、市ホーム
ページを確認ください。
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令和3年度　基幹管路の耐震化率
基幹管路：水道管のうち、導水管・送水管・配水本管

出典：耐震化の状況（R3年度）
　　　石川県水道統計概要（R3年度）
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基幹管路の耐震化を進めるためには

全国平均の耐震化
率になるにはいくら
かかる？
耐震化率を１％上
昇させるために約
４億円の投資が必
要なため、
総額約29億円
※4億円×7.2%＝
28.8億円

市の水道料金収入
は年間約20億円！

通常の維持管理に
約 18 億円が必要。
現状あらゆる投資
には２億円程しか
まわせない。
※残りは借金などで
対応

今後多額の投資
が必要

基幹管路の耐震化
には多額の投資を
要するため、今後、
投資と収入のバラ
ンスを考えていく
必要がある。

家屋の倒壊などによる悲しみ
の中、水が出ない追い打ちで苦
しんでいる被災者の皆さんの状
況に心が痛みました。

今回の活動を通して、地震に
耐えられる水道管の必要性はも
とより、災害時の対応力がいか
に重要かを実感しました。大規
模災害時に水道のトラブルが発
生した場合、早期復旧につなが
るノウハウや技術力を身に付け
るよう励みたいと思います。

被災地を移動中、通行可能な
道路でも反対車線が崩落してい
る箇所が多数あり恐ろしさを感
じました。このような状況の中、
応急給水活動では被災者の皆さ
んから多くの感謝の言葉をいた
だき、その思いに報いるために
も迅速に活動を進めました。

災害は本市も対岸の火事では
ありません。今後、さまざまな
分野で耐震化や強靭化を進める
必要があると思います。

道路の陥没や液状化現象、マ
ンホールの露出など、道路状況
が悪い中での移動を余儀なくさ
れた応急給水活動。今回は、一
部高速道路を利用して被災地へ
向かうことができましたが、も
し主要な幹線道路が寸断されて
いたら、人や物の移動が困難な
ことが予想されます。

水道管に加え、道路や施設な
どインフラの継続的な更新が必
要なことを改めて認識しました。
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いつまでも届けたい
安全安心な水道水

水の出る金沢市で給水車へ水の出る金沢市で給水車へ
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能登高校書道部が想いを能登高校書道部が想いを
込めた復興書道込めた復興書道
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